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科学技術情報整備審議会基本方針検討部会（第 5 回） 議事要録 

 

日 時： 

令和 7 年 5 月 22 日（木）午前 10 時～正午 

 

場 所： 

国立国会図書館東京本館総務課第一会議室 

 

出席者： 

基本方針検討部会員 4 名 

野末俊比古部会長、池内有為部会員、生貝直人部会員、大向一輝部会員 

 

館側出席者 9 名 

（幹 事）利用者サービス部長、電子情報部長 

（事務局）利用者サービス部副部長サービス企画課長事務取扱、同部科学技術・経済課長、同

課課長補佐、電子情報部副部長、同部電子情報企画課長、同課課長補佐 2 名 

 

次 第： 

1. 前回議事要録の確認等（資料 3） 

2. 第六期国立国会図書館科学技術情報整備基本計画策定に向けての提言素案について（資料 4） 

3. その他 

 

配付資料： 

（資料 1）科学技術情報整備審議会基本方針検討部会関係者名簿 

（資料 2）基本方針検討部会のスケジュール 

（資料 3）科学技術情報整備審議会基本方針検討部会（第 4 回）議事要録（暫定版） 

（資料 4）第六期国立国会図書館科学技術情報整備基本計画策定に向けての提言（素案） 

（参考資料 1）諸外国におけるウェブサイトの収集をめぐる状況 
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議事概要： 

 

1. 前回議事要録の確認等 

 事務局から、前回議事要録について意見等がある場合は、5 月 29 日までに連絡してほしいと

の依頼があった。また、資料 2 に基づき、今後のスケジュールについて確認した。 

 

2. 第六期国立国会図書館科学技術情報整備基本計画策定に向けての提言素案について 

 事務局が資料 4 について説明した。主な発言は次のとおりである。また、素案のサブタイト

ルの候補案や内容への意見を、5 月 26 日を目途として事務局に伝えることとした。 

 

〇内容について 

・「Ⅲ 本提言の背景」について、オープンサイエンス（以下「OS」）・オープンアクセス（以下

「OA」）と生成 AI が中心というのは良いが、幅広い社会の動向についても言及しておいた方

が良いのではないか。Ⅲの冒頭にリード文を挿入し、まずはデジタル社会の進展に触れた上

で、その中で特に重要なのが OS・OA と生成 AI であるという構成にするとよい。 

・「サイエンス」という言葉は、狭く捉えられがちである。研究者に限らず、全ての人が科学的

な学術情報を日常の仕事や家庭生活に取り入れて判断、行動することができるということま

で見据えていることを示せるとよい。それでこそ、国立国会図書館（以下「NDL」）が担う意

味がある。 

・「サイエンス」には、理系のものというイメージもある。具体的な連携機関として、科学技

術振興機構（JST）と国立情報学研究所（NII）が挙げられているが、対になる文系のサイエン

ス機関として、国文学研究資料館（NIJL）にも言及した方が良い。 

・取り組もうとしていることは、全体としてみるとデジタルアーカイブと言える。「デジタル

アーカイブ」という言葉を入れなくてよいか。 

・学術においては OS・OA が進む一方で、コミックマーケット（コミケ）、文学フリマなど、

一般社会においては限られたクローズドな場所で作成され、広く流通しない膨大な創作物が

生まれている。このような新しい状況への言及があるとよい。 

・知識コモンズ研究という形でも分析が進められているが、オープンとクローズドの中間に位

置する、特定のコミュニティ内部だけでの生産・共有というエコシステムがあることも認識

すべきである。全てにオープンになることや学習データとして使われることを懸念し、限ら

れた範囲での共有を望む人々もいる。NDL の絶版等資料の個人向けデジタル化資料送信サー

ビスは、オープンとクローズドの間に立てるインフラストラクチャーではないか。 

・制度で強制的に収集するのではなく、残したいという意識を持つ人にその手段を提供し、サ

ポートするという形も考えられる。NDLOCR はその一端であり、単にオープンソースで公開

している以上の積極的な意味を持つ。 

・EU では、デジタル政策を「欧州データ戦略（European Data Strategy）」として広くデータと

その利活用としてまとめ、これまで Europeana で取り組まれてきた文化・芸術分野のデジタル

化の取組を「文化遺産のための欧州共通データスペース（Common European data space for c

ultural heritage）」として位置付けている。こうした動向等を踏まえ、重要性を増しているデ
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ータ活用基盤の整備に言及できるとよい。 

・オープンデータとオープンソースに関連して、国際連合が推進する「デジタル公共財（Digit

al Public Goods）」に触れた方がよい。 

 

〇サブタイトルについて 

・幅広い利用者の視点を何らかの形で組み込む（「私たち」、「社会」等）。 

・時間軸の要素を組み込み、将来に知識を残し伝えることを表現する（「未来」等）。 

・信頼性、典拠性の担保への寄与に触れる（「信頼」、「支える」等）。 

・「知識基盤」という言葉は、第五期国立国会図書館科学技術情報整備基本計画策定に向けて

の提言から引き継いでよいが、「知識」を将来にわたって伝える基盤であることが重要であ

る。 


